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英 語 
 

時間：10：00～11：00 
 

＊ 英和・和英辞典持込可（電子辞書不可）＊ 
 
問．以下の英文を読み，全文を日本語に訳しなさい． 
 
HALO EFFECT  
First named as such in a 1920 journal paper by American psychologist E. Thorndike, 
although the phenomenon was reported as early as 1907 in a paper by F. L. Wells. 
The tendency of people to ascribe general positive or negative motives or personality 
characteristics to others on the basis of one such trait or characteristic alone. Most 
familiar is generalisation from physical attractiveness to believing the person to be 
honest, caring, warm, etc. Conversely, dishonesty may be ascribed on the basis of an 
unattractive facial feature. Handwriting, dress and accent are among other factors 
which can generate positive or negative halo effects. Similarly, a single altruistic act, 
or a single well-cooked meal, may result in someone being seen ever after as 
generous or an excellent cook. Closely related to stereotyping. The phenomenon has 
been of particular interest to criminological psychologists for two reasons: (1) 
physically unattractive people are more likely to be suspected of criminal behaviour 
and thus arrested or searched by police; (2) physically attractive people, especially 
women, are likely to be treated more leniently, and their testimony more likely to be 
believed. Another area in which halo effects may be pernicious is in the way teachers 
perceive pupils in primary and secondary education. Although commonly referred to 
in Psychology textbooks, the topic has received hardly any modern book-length 
treatments. Rommetveit (1960) is the only one I have identified apart from 
Rosenzweig (2007) – a popular work aimed at business managers.   
  
出典 Graham Richards. (2009). Psychology: The Key Concepts. Routledge: London. 
Pp. 94-95.  
 

以上 
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専 門 
 

時間：11：20～12：20 
 
 
大問１． 以下の問いに答えなさい．（各 20 点） 

（１）回想法について、その対象と方法や意義について説明しなさい。 

 

（２）家族関係アセスメントは、何のために、どのようになされ、どう活用されるものか

を説明しなさい。 
 
 
 
大問２． 以下の心理学用語について説明しなさい．（各 10 点） 

（１） 母集団 

 

（２） 学習の転移 

 

（３） 存在脅威管理理論 

 

（４） 老年期超越 

 

（５） サイコロジカルファーストエイド 

 

（６） 生徒指導 



大問３． 以下の問題ごとの正しい選択肢を選びなさい．（各 5 点） 
問題 1 次の選択肢から間違っているものをすべて選びなさい。 
1 相関係数 r は因果関係を表している。 
2 無相関の検定で有意だった場合、強い相関関係があると解釈できる。 
3 負の相関では一方の変数が増加すると、他方は減少する。 
4 散布図で 2 変数の間の関係を視覚化した。散布図を見ると、２変数の間に二次曲線の関係が認められ

た。この場合、相関係数 r で関係を見ることは不適切である。 
5 相関係数 r を求める場合、2 つの変数とも間隔尺度あるいは比率尺度である必要がある。 
        
問題 2 統合失調症に関する次の記述のうち、不適切なものを１つ選びなさい。 
1 認知機能の低下はみられない。 
2 特徴的な症状として、自我障害があげられる。 
3 思考の貧困や意欲欠如などの陰性症状が認められることが多い。 
4 陽性症状の改善に、認知療法が用いられることがある。 
5 High EE の家族は、症状の悪化や再発の要因になりうる。 
        
問題 3 次のうち、認知症の中核症状を 1 つ選びなさい 
1 妄想 
2 物忘れ 
3 無気力 
4 情緒不安定 
5 徘徊 
        
問題 4 系列位置効果を構成するものとして，最も適切なものを一つ選びなさい。 
1 事後情報効果       
2 プライミング効果       
3 新近性効果       
4 分散効果       
5 新奇性効果       
        
問題 5 労働者に対する性的なからかいや卑猥な言動を投げかけるハラスメントを１つ選びなさい。 
1 対価型ハラスメント       
2 猥褻型ハラスメント       
3 ジェンダーハラスメント       
4 環境型ハラスメント       
5 攻撃型ハラスメント       
        
 
 



問題 6 自分の特定の行動を成功裏に遂行できるという感覚や信念を表す用語として、最も適切なもの

を 1 つ選びなさい。 
1 自己効力       
2 自己調整       
3 自尊感情       
4 コンピテンス       
5 ポジティブ感情       
        
問題 7 ソマティック・マーカー説を提唱した人物名を答えなさい。 
1 Lazarus,R.       
2 James,W.       
3 Arnord,M.       
4 Ekman,P.       
5 Damashio,A.       
        
問題 8 次のなかで、精神分析学に最も関係のある人物を選びなさい。 
1 A. H. Maslow       
2 E. H. Erikson       
3 H. F. Harlow       
4 J. Piaget       
        
問題 9 次の選択肢の中から，不適切なものを 1 つ選びなさい。 
1 味覚嫌悪学習は条件づけの前提とされた，刺激等価性に反する事例である。 
2 条件刺激と無条件刺激の提示の時間間隔が数時間空いていても味覚嫌悪学習は成立する。これは近接

の法則への反証となる。 
3 潜在学習の実験結果は S-R 説への反証と解釈できる。 
4 S-R 説は”なすことによる学習"とも呼ばれる。 
5 プリマックの原理によれば，相対的に頻繁に起きる行動は生起率の低い反応を強化できる。 
        
問題 10 Wolpe, J.が逆制止の原理を導入して開発した技法は，次のうちどれか。 
1 ゲシュタルト療法       
2 内観療法       
3 トークンエコノミー法       
4 系統的脱感作法       
 

以上 
 
 


